
 

 

森に親しむ野外講座(県外第 1 回) 

伊豆・天城山のブナ・ヒメシャラ林を訪ねる伊豆・天城山のブナ・ヒメシャラ林を訪ねる伊豆・天城山のブナ・ヒメシャラ林を訪ねる伊豆・天城山のブナ・ヒメシャラ林を訪ねる    

千葉県森林ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ会 

期期期期    日日日日 平成 16 年７月２１日(水)～２２日(木) (１泊２日)   

場場場場    所所所所 静岡県伊豆市湯ヶ島・梨本国有林 

宿宿宿宿    泊泊泊泊 「グリーン天城」伊豆市湯ヶ島 349-5  ℡0558-85-0051 

交交交交    通通通通 貸切り中型バス(33＋補助席 9 人乗り) 

行行行行    程程程程 

《１日目１日目１日目１日目》 

    幕張本郷駅前 7:00 出発⇒東名道海老名 SA 休憩⇒沼津 IC⇒伊豆中央・修善寺道⇒伊豆市湯ヶ

島・道の駅「天城越え」(昭和の森会館)下車（11:30） →
ハイキング

踊り子・太郎杉歩道(昼食)→滑沢渓

谷駐車場⇒水生地下駐車場下車 →
ハイキング

旧天城トンネル往復→水生地下駐車場⇒「グリーン天城」

（16:30 着）宿泊 

《2222 日目日目日目日目》 

    「グリーン天城」朝食 8 時 出発 9:00⇒新天城トンネル⇒寒天橋から専用バス路線⇒寒天園地

（八丁池口 10:00 発） →
ハイキング

コルリ・オオルリ・青スズ台歩道→八丁池見晴台（トイレ）→八丁

池・昼食（12:00～13:00）→佐賀野・コマドリ歩道→寒天園地（14:00 発）⇒湯ヶ島・天城

温泉会館（トイレ・買物）15:00 出発⇒帰路（往路に同じ）⇒幕張本郷駅前 20:00 帰着 

    

ねらいねらいねらいねらい 伊豆の典型的な太平洋型ブナ林帯を歩き、房総とは異なる森林分布の姿、天城特有の植生など

を観察するとともに「伊豆の瞳」の八丁池などを訪ね、その豊かな自然を体感する。 

見どころ見どころ見どころ見どころ    

① 滑沢渓谷 道の駅から踊り子歩道をのぼると、安山岩の一枚岩を清流が洗う滑沢渓谷に出る。 

② 太郎杉  天城山中で一番大きなスギ。樹高 53ｍ、目通り幹周 9.6ｍ、樹齢 400 年(推定)。 

③ 旧天城隧
トン

道
ネル

 明治 34 年（1901）に貫通。全長 446m、重要文化財（平 13）。標高 709m。 

④ 御礼杉  宝暦 12 年（1762）御礼杉の植栽が御林奉行牧野惣十郎の指示により始まる。 

⑤ 野鳥の森 標高 1,000m 以上、ブナをはじめ多くのの木々や野鳥たちに会える。 

⑥ 青スズ台 オオルリ歩道を経て、標高 1,237m の台地に出る。伊豆東海岸の眺望に胸開く。 

⑦ 八丁池  まず見晴台から眺め、湖畔を散策しながら自然に浸ろう。モリアオガエルは？ 

            ⑧ 天城固有種 アマギアマチャ、アマギカンアオイ、イブキザサなどを見つけよう。 

    

伊豆森林管理署の国有林伊豆森林管理署の国有林伊豆森林管理署の国有林伊豆森林管理署の国有林 【別途、署担当官から、１日目旧天城トンネル、２日目寒天園地にて説明】 

・ 伊豆森林管理署は、旧天城・河津営林署が統合。管理面積約１万６千ｈａ。 

・ 管内の人工林率は、77％（うちスギ・ヒノキは約半々）。意外にヒノキが多い。 

・ 湯ヶ島側(旧天城署)は、昔、徳川幕府の領地→宝暦 9 年（1759）代官の江川太郎左右衛門の所管

→明治元年（1868）朝廷の御料林（帝室林野局）に→昭和 22 年（1947）国有林となる。 

・ 旧御料林の森林管理（施業・境界、帳簿類等）は厳正で、ブナ帯天然生林が今に残る所以か。 

・ ブナ林は、東側（梨本）では標高 900m 以上に多く、北側（湯ヶ島）では標高 400ｍ位で出現。 

・ 人工林(スギ、ヒノキ)も東側では標高 1,000ｍ付近まで、北側は 800m 付近に止まっている。 

・ 天然生の針葉樹（モミ・ツガ）は、標高 500～900ｍの間に多い。房総では、200～300ｍに。 


